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1. はじめに 
1.1 畜産廃水 
近年,環境意識の高まり,畜産廃水に対する規制

も年々厳しいものとなっている.畜産廃水は地下
水の硝酸性窒素汚染の一因といわれている 1)

.畜産
廃水 ,特に養豚廃水は都市下水に比べ窒素 ,リ
ン,BODが高濃度である.また,養豚業者としては経
営合理化の観点から,排水処理にかかるコストの
低減が余儀なくされている.そのため,古くから養
豚業の盛んな群馬県内においても養豚廃水処理に
おける適切な運転管理は難しく,良好な処理水が
得られにくいのが現状である. 
1.2 調査対象 
群馬県の畜産業者の中でもA牧場は年間出荷頭

数十万頭以上にものぼる全国有数の企業である.
また,A 牧場は大規模経営を進める過程で早くか
ら環境対策に注力し,し尿浄化処理などのシステ
ムを積極的に導入してきた先進的な養豚業者であ
る.しかし,それでも養豚廃水処理水の SS,窒素,リ
ンなどの水質が悪化してしまうことがある.回分
式活性汚泥法を用いた処理場の管理を適切に行う
ことは難しいことが原因であると考えられる.経
費削減のため曝気の時間が限られていることも大
きい. 
1.3 回分式反応槽(ラグーン) 
 A牧場では 2次処理において回分式反応槽(以下
ラグーン)を用いている.回分式反応槽とは単一の
処理反応槽で,曝気槽,脱窒槽,活性汚泥沈でん槽,処
理水取り出しの全機能を果たす反応槽である 2)

.特
徴は,建設コストが低く,運転で容易に脱窒効果が
期待できる点である 3）. 
1.4 本研究の目的 
本研究の目的は A牧場の B農場(第 1,2,3ラグー

ン),C農場(第 1,2ラグーン),D農場,E農場の処理水
の SS,各態窒素,各態リンの排出濃度を調査し,さら
に,回分式反応槽を用いた処理場の状態について
把握することである. 

 
2. 調査方法 
 B 農場(第 1,2,3 ラグーン),C 農場(第 1,2 ラグー
ン),D農場,E農場(図-2)の活性汚泥と2次処理水(反
応槽処理水)を対象とした.測定項目は各ラグーン
の浮遊物質(Suspended Solid：SS),活性汚泥浮遊物
(Mixed Liquor Suspended Solids：MLSS),汚泥容量指
標(Sludge Volume Index：SVI),全窒素(Total 
Nitrogen：T-N),全リン(Total Phosphorus：T-P),アン
モニア性窒素(NH4-N),亜硝酸性窒素(NO2-N),酸化
態窒素(NOX-N),リン酸態リン(PO4-P)を 4 か所の農
場について 12 月 11,18,25 日に計測した .SS, 
MLSS,SVI は下水試験方法に則った.T-N,NH4-N, 
NO2-N,NOX-N,T-P,PO4-P はオートアナライザー(ブ
ラ ン ル ー ベ ル 社 ) を 用 い て 測 定 し た . 
 
3. 調査結果および考察 
 各ラグーンの MLSS を図-1,SVI を図-2,SS を図
-3,T-N を図-4, NH4-N を図-5,NO2-N を図-6,NOX -N
を図-7, T-P を図-8,PO4-P を図-9 に示す. 
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図‐4 各ラグーンの処理水のT-N 
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図‐1 各ラグーンのMLSS 
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図‐2 各ラグーンのSVI 
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図‐3 各ラグーンの処理水のSS 
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図‐6 各ラグーンのNO2-N 
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図‐7 各ラグーンのNOX-N 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

12/11 12/18 12/25

T
-P

(m
g
/L

) 

図‐8 各ラグーンのT-P 
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図‐9 各ラグーンのPO4-P 

 

3.1 B農場 

 B 農場の SVI(汚泥の沈降性を示す)は 12 月 18

日に上昇していたことが分かる.12 月 25 日には
SVI は改善したが,処理水の SS が上昇している. 

MLSSの値はほとんど変化させていないため,分散
等により濁度分となって沈みにくい活性汚泥もあ
ったと思われる.また,B 農場のラグーンの表面を
覆う藻の流出による影響もあると推定された.窒
素については,NH4-N が低く,NO2-N,NOx-N がやや
高いことから,硝化が進んでいると思われる.リン
については,値は高いものの安定して除去ができ
ていると考えられる. 

3.2 C農場 

 MLSS は 8500~7500mg/L で推移しており,また
SVI もその他の農場と同程度の値であった. 処理
水の SS は 100mg/L程度以下であり,良好であると
言える.窒素についても,基準値以下で推移してい
るため除去できていると考えられる.リンについ
てはやや高い値を示しているため,運転管理には
注意が必要であると考えられる. 

3.3 D農場 

 MLSS が 8000mg/L 程度であり,SVI の値から活
性汚泥の沈降性も良いため,処理水の SS について
は良好といえる.しかし,窒素については,他の農場
に比べ,NH4-N が高く,NO2-N,NOX-N が低いことか
ら,硝化反応があまり進んでいないと考えられる.

リンについては,やや低い値であった. 

3.4 E農場 

 MLSS は目標値とほぼ同じ値であり,SVI から活
性汚泥の沈降性も良いため,SS が低いと考えられ,

処理はやや良好といえる.また,窒素,リンについて
も低い値を示しているため,処理は良好であると
考えられる. 

4. まとめ 

養豚業者の経営のためには,低コストで排水処
理を行うことが望ましい.B 農場は処理水の SS が
やや高いが,窒素については硝化が進んでいて,リ
ンも除去できていた.C,E 農場は良好であると考え
られたが,D 農場は硝化が進んでいないと思われ
る.今後も継続した調査を行い,適切な運転管理に
向けたデータの蓄積が必要であると考えられた. 
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図‐5 各ラグーンのNH4-N 
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